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「誕生20年」
～防災と共生による未来に続く地方都市～ 実現予算

「誕生20年」
～防災と共生による未来に続く地方都市～ 実現予算

可決しました！可決しました！
●一般会計当初予算額　889億7,100万円（対前年比＋10.８％）【過去最大に】
●特別会計当初予算額　685億9,425万円（対前年比＋  0.４％）
●企業会計当初予算額　350億1,978万円（対前年比＋  2.０％）

重点政策（新規・継続事業の一部） ☆新規　○継続

　新型コロナウイルスによる制限が解除され、いよいよ本格的に様々な活動が始まり、多くの人との交流の場を持つ
機会が増えてきています。一方で、安心・安全という面では、能登半島地震を教訓に、防災や減災についても改めて
しっかりと行動していく時期と考えます。その他、農地問題や企業誘致、高齢者免許返納による移動手段の確保など、
課題はたくさんあると考えています。
　伊勢崎市は令和６年度に合併20周年を迎えます。これからの未来に向けて、子どもから高齢者まで、皆様が住み慣
れた地域で希望を持ち、安心・安全に暮らせる伊勢崎市実現に向けて、確実な歩みとなるよう、しっかりと取り組ん
でまいります。
　今後とも多くのご意見やご要望をお聞かせください。皆様と一緒に考え、検討をしていきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

●子どもたちが健全に育つまちづくり
●高齢者がいきいきと暮らせるまちづくり
●デジタルを活用した便利に安心して暮らせるまちづくり

●農・商・工業のバランスのとれた活気あふれるまちづくり
●スポーツ・文化の振興に力を入れたまちづくり

・伊勢崎市立豊受小学校　卒業
・伊勢崎市立第四中学校　卒業
・群馬県立伊勢崎東高等学校　卒業
・東海大学開発工学部情報通信工学科　卒業
・NTTアドバンステクノロジ（株）（約10年勤務）
【NTT武蔵野研究開発センタ他業務にエンジニアとして従事】

◆プロフィール　昭和47（1972）年3月18日生　資格：診療情報管理士、宅地建物取引士

・（公財）脳血管研究所 美原記念病院（約13年勤務）
【電子カルテ運用業務他システムエンジニアとして従事】
・平成30年４月 市議会議員初当選
・令和３年５月～令和４年４月 総務委員会委員長
・令和４年４月 市議会議員二期目当選
・令和４年５月～ 建設水道委員会委員長

夢・未来を描ける街へ！（５つの政策）

令和6（2024）年度予算令和6（2024）年度予算

令和６年 第１回定例会（２月21日～３月21日　会期 30日　議案 43件）

☆20周年記念事業（３市連携利根川花火大会ほか）
○新保健センターの整備
☆民間保育施設等の使用済みおむつ自園処分支援
☆ひとり暮らし高齢者等への新たな見守りサービスの
導入

☆認知症高齢者等個人賠償責任保険事業
☆タクシー活用事業（買い物、通院等交通弱者支援）

○住宅リフォーム費用助成対象拡充（上限10万円ほか）
☆避難所の空調設備整備（小学校体育館ほか）
☆情報伝達手段の充実（いせさきFM・個別受信機）
〇学校給食賄材料費への公費補てん
〇豊受公民館の整備（令和６年度新築工事）
☆公共施設予約システムの導入
☆犯罪被害者等見舞金



【議会活動：一般質問をおこないました（３月４日）答弁内容】

E-mail：tomonori.sa10@gmail.com　TEL.FAX：0270-32-8122
ホームページ：https://ss1.xrea.com/tomonori.s1010.xrea.com/ ホームページ InstagramFacebook

　皆様の声を市政に反映させるため、ご意見・ご要望またはご質問など、EメールやFAX
などでどしどしお寄せください。皆様と一緒に住みよい伊勢崎市をつくっていきましょう。

ご意見・ご要望をお寄せください 夢・未来を描ける街へ！
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【問い合わせの対応状況】

※その他議会の一般質問等につきましては 

をご覧ください。
•伊勢崎市議会会議録検索システム
　https://www.city.isesaki.gunma.dbsr.jp/index.php/

•伊勢崎市議会インターネット中継
　https://www.isesaki-city.stream.jfit.co.jp/

こちらから動画で見る
ことができます

※他様々なお話を頂いており、順次解消できるよう努力してまいります

　公園内への直接自転車乗り入れの増加対策、
スパイクを履いてサッカーをする方の対策とし
て、注意看板等の対応をしていただきました。

　韮川周辺において、銃猟しているとの連絡を
いただきました。禁猟区の確認をするとともに、
区長さんと協力し、対応を依頼。一時的になり
ますが、看板を設置していただきました。
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　剛志駅から伊勢崎高校
までの道順が分かりにく
く、部活遠征等の他校生
徒たちが道に迷ったりし
ている、との話がありま
した。

　区長さんと協力し、安
全上の配慮も必要なこと
から、看板を設置してい
ただきました。

　市から区長などへ災害時の対応のお願いや緊急連絡等をどのように実施し、行政区からの情報収集はどう行っ
ているか。

　災害発生時における行政区内担当職員として各行政区に職員を１人ずつ配置しています。災害時等に災害対策
本部等と区長との連絡調整を行うほか、被害状況調査、自主防災組織訓練への参加などが主な役割であり、年度
当初には担当区長と連絡調整を行い、連絡体制や災害時の対応等について確認を行っています。

　降雹被害時、ブルーシートの配布や災害ごみの対応など情報の周知ができていない印象があった。災害の現場
では早急な対応が求められるため、活用できるサービスをなるべく早く周知する方法や災害が発生した場合の対
応を決めておき、市民に知っておいてもらうことも必要だが、考えは。

　伝達方法の在り方には更なる改善が必要であると感じています。そのため、令和６年度から情報弱者に対する
周知方法の１つとして、いせさきFM放送株式会社と連携する緊急割り込み放送と割り込み放送時に自動起動す
るラジオ型の個別受信機を整備するほか、４月からメッセージ配信を始める市の公式LINEを活用していきます。

　田島弥平旧宅世界遺産登録10周年、伊勢崎市合併20周年、PRキャラクターとして「くわまる」にさらなる活
躍をして欲しい。キャラクターデザインは無料で民間開放されており、商業利用可能であるが、令和５年度まで
の利用申請件数及び許諾件数等状況は。

　利用申請32件、うち販売商業利用９件、その他は社内広報誌など。アニバーサリーイヤーをチャンスと捉え、
グッズ販売をしていただける多くの企業が出てくるよう、「くわまる」のさらなる認知度向上に努め、その実現
に向け前向きに検討していきます。

　行政手続オンライン化の進捗と利用状況について、手続における総数、オンラインの割合を。DXにつなげる
今後の方針は。

　総務省自治体DX推進計画に基づいて進めています。子育て・介護に関する26件の手続すべて、令和５年２月
までにオンライン（ぴったりサービス）申請の受付を開始しています。本年度（12月末まで）申請実績32,203件の
うちオンラインは40件（０.124％）。その他引っ越しに伴う転出届等、罹災証明書発行申請、防火防災関連手続、
不在者投票関連手続についても受付しており、これらを加えた申請実績は40,277件、うちオンライン受付は778
件（１.932％）。利用実績は低迷しており、広く認知してもらえるよう、周知を図っていきます（スマホ講座等で
も周知をしていきたい）。今後は、事務処理ICT化を進めており、オンライン申請拡充や書かない窓口の導入等
から、市民の皆様が実感できる機会を増やし、業務フローの見直し等より一層の業務効率化を進めていきます。

　プリントと電子媒体が併用されているが、プリントである必要性や電子媒体にした場合での問題点、併用によ
る効果の違いは。デジタル教科書導入後の活用方法は。

　保護者への通知や宿題等は、データで配信することが多くなってきています。保護者との迅速で正確な情報共
有につながるとともに、自分のレベルや進度に合わせて学習を進められるAIドリルなど、さらなる活用が期待
され、デジタル化を一層推進してまいります。発達段階によっては、漢字書き取り等手を動かしてプリントに書
き込むことが有効な場合もあることから、今後も併用をしていくことも必要と考えます。学習者用デジタル教科
書は、文部科学省実証事業として、英語と算数・数学で使用。指導者用デジタル教科書は、市内全小中学校にて、
国語・社会・算数・数学・理科・英語において使用。活用により、学習内容が視覚的に捉えられたり、分かりや
すくなっています。さらに子どもたちに適した学び方への転換を図り、デジタル教科書の利用促進を図っていき
ます。紙の教科書の持ち帰りの必要がなくなり、荷物の軽減にも繋がると考えております。


